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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　入力部と、演算部と、格納部と、出力部を有し、災害危険箇所や土木構造物等（以下、
これらを総称して対象物という。）における健全性劣化の要因データのうち前記対象物が
潜在的に備える素因に係る要因データと前記対象物に対する災害履歴データあるいは補修
実績データを用いて、ある対象物の災害発生の危険度や補修工事の必要度を算出する危険
度評価システムであって、
　前記入力部は、前記ある対象物における健全性劣化の素因に係る要因データと前記対象
物に対する災害履歴データあるいは補修実績データを前記格納部に入力可能な手段であっ
て、
　前記演算部は、前記格納部から読み出した前記ある対象物における健全性劣化の素因に
係る要因データ又は前記入力部から入力された前記ある対象物における素因に係る要因デ
ータを用いて、前記ある対象物における災害の発生と非発生あるいは補修の施工と非施工
を分離する分離超平面を構築するために教師値を不要とするνＳＶＭを用いて解析を行う
分離超平面解析部と、
　前記分離超平面の境界データが構成される２次元以上の空間（以下、多次元空間という
。）上に前記格納部から前記対象物に対する災害履歴データあるいは補修実績データを読
み出して、この災害履歴データあるいは補修実績データをキーとして前記対象物における
健全性劣化の素因に係る要因データを選択し、この選択された素因に係る要因データを座
標として入力し、前記分離超平面からの距離を演算して前記分離超平面の精度を解析する
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